
程
を
開
設
し
て
い
る
。
中
国
に
は
ソ
連
、
欧
米
諸
国
、

日
本
か
ら
環
境
技
術
援
助
を
受
け
た
歴
史
も
あ
っ
て
、

先
進
国
か
ら
環
境
技
術
援
助
を
受
け
入
れ
、
自
己
消

化
し
た
後
、
自
国
技
術
と
し
て
、
他
国
に
伝
授
す
る

と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
現
象
を
、
私
は
環
境
技
術
援
助
の
バ
ッ
フ
ァ
リ
ン

グ
効
果
と
呼
ん
だ
。
中
国
が
、
先
進
国
と
環
境
技
術

後
発
国
の
間
の
環
境
技
術
の
応
用
拡
大
に
仲
介
役
を

担
っ
た
こ
と
を
、
私
は
事
例
調
査
を
通
じ
て
検
証
し
た
。

二
〇
〇
九
年
、
修
士
課
程
を
修
了
後
、
私
は
イ
オ

ン
に
入
社
し
、
一
年
半
の
店
舗
勤
務
を
経
て
、
秘
書

部
に
異
動
、
現
在
社
長
秘
書
を
担
当
し
て
い
る
。
多

岐
に
わ
た
る
経
営
情
報
が
飛
び
交
う
社
長
室
の
業
務

は
大
変
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
あ
る
が
、
並
々
な
ら
ぬ

責
任
感
を
感
じ
、
不
安
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
幸
い
、

仕
事
を
一
つ
一
つ
覚
え
て
い
き
、
不
慣
れ
で
は
あ
る

が
、
こ
な
し
て
こ
ら
れ
た
。
何
と
い
っ
て
も
、
奨
学

生
時
代
の
充
実
し
た
学
生
生
活
か
ら
学
ん
だ
社
会
知

識
と
身
に
つ
け
た
能
力
が
な
い
と
、
い
ま
の
自
分
は

な
い
と
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
。
本
当
に
感
謝
の
一
言

に
尽
き
る
。

「
平
和
・
人
間
・
地
域
」
の
理
念
に

共
鳴
し
て

現
在
の
私
の
夢
は
、
日
中
友
好
の
た
め
に
、
何
ら

か
の
力
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
や
っ
て
、
そ
れ

を
実
現
で
き
る
の
か
を
ず
っ
と
考
え
続
け
て
い
る
。

い
ま
在
籍
し
て
い
る
イ
オ
ン
も
「
平
和
・
人
間
・
地

域
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
お
り
、
私
も
そ
れ
に
共

鳴
し
て
い
る
。
日
中
の
懸
け
橋
に
な
る
べ
く
、
ビ
ジ

ネ
ス
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
普
段
の
交
流
に
お
い
て

も
、
私
は
相
手
に
他
国
の
文
化
と
価
値
観
な
ど
を
正

確
に
伝
え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
中

国
人
は
旧
正
月
に
皆
が
餃
子
を
食
べ
る
と
い
う
既
成

観
念
が
多
く
の
日
本
人
に
あ
る
が
、
実
際
中
国
の
華

南
地
方
で
は
そ
の
慣
習
が
な
い
。さ
ら
に
、そ
の
「
中

国
人
」
と
い
う
概
念
の
な
か
に
、
ウ
イ
グ
ル
族
、
モ

ン
ゴ
ル
族
の
よ
う
な
少
数
民
族
も
含
ま
れ
て
い
な
い

だ
ろ
う
。
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、「
・
・
・
だ
か

ら
、
・
・
・
」
と
い
う
既
成
観
念
の
束
縛
を
打
ち
破

ら
な
い
と
、
偏
見
を
起
こ
し
、
物
事
を
正
確
に
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
日
本
人
と
い
っ

て
も
東
北
地
方
と
九
州
地
方
の
県
民
性
は
丸
ご
と
違

う
の
と
同
じ
だ
。
当
然
、
偏
ら
な
い
説
明
を
す
る
た

め
に
、
中
国
人
と
し
て
一
般
の
常
識
を
有
し
な
が
ら

も
日
本
の
歴
史
と
文
化
も
正
し
く
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
、
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
本
を
読
ん
で
み

た
。
自
分
の
教
養
を
高
め
よ
う
と
し
な
が
ら
、
思
い

つ
い
た
の
は
日
中
両
国
と
も
漢
字
圏
の
国
な
の
だ
か

ら
、
お
互
い
の
違
う
と
こ
ろ
ば
か
り
を
見
い
だ
そ
う

と
す
る
よ
り
、
共
通
の
部
分
を
探
し
、
共
鳴
を
起
こ

し
た
方
が
相
互
の
理
解
に
も
っ
と
つ
な
が
り
や
す
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

小
さ
な
奇
跡
を
人
生
の
軌
跡
に

「
光
陰
矢
の
如
し
」、
奨
学
期
間
が
終
了
し
て
、
も

う
五
年
経
っ
た
。
奨
学
金
を
い
た
だ
い
た
最
初
の

「
奇
跡
」
を
皮
切
り
に
し
て
、
勉
強
で
も
、
仕
事
で

も
、
私
の
生
活
に
お
い
て
、
数
多
く
の
小
さ
な
「
奇

跡
」
が
連
鎖
的
に
起
こ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
「
奇
跡
」

が
私
の
軌
跡
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
進
む
べ
き
道
も

徐
々
に
み
え
て
き
て
い
る
。

飛
行
機
が
高
度
を
下
げ
、
実
家
の
広
州
の
燦
爛
た

る
夜
景
は
す
で
に
目
に
収
ま
っ
て
い
る
。
い
ま
の
目

的
地
は
ま
さ
し
く
一
〇
年
前
の
出
発
地
で
も
あ
っ
た
。

間
も
な
く
、
わ
が
人
生
の
新
し
い
「
奇
跡
」
が
ま
た

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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中
国
・
広
州
に
向
か
う
飛
行
機
の
な
か
に
、
窓
側

に
身
を
寄
せ
て
、
夕
焼
け
の
輝
き
が
少
し
ず
つ
縮
ん

で
い
く
の
を
ず
っ
と
眺
め
る
。
そ
れ
は
夢
を
追
っ
て

い
く
私
の
姿
で
あ
っ
た
。

二
兎（
学
業
、
生
計
）を
追
う

私
費
留
学
生
と
し
て
来
日
し
た
私
は
、
生
活
費
と

学
費
の
両
方
を
自
分
で
稼
が
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。
両
親
の
仕
送
り
を
断
り
、
自
分
の
夢
を
追
う
た

め
に
、
自
分
が
稼
い
だ
お
金
し
か
使
わ
な
い
と
決
め

て
い
た
。
当
時
、
私
は
時
給
七
八
〇
円
の
ラ
ー
メ
ン

屋
で
深
夜
三
時
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
。
二

〇
〇
三
年
、
私
は
千
葉
大
学
の
法
経
学
部
・
総
合
政

策
学
科
に
入
学
し
た
が
、
な
か
な
か
学
業
と
生
計
の

両
立
が
で
き
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
、
国
際
文
化

教
育
交
流
財
団
の
奨
学
生
に
選
ば
れ
、
月
間
五
万
円

の
奨
学
金
を
い
た
だ
け
る
と
決
ま
っ
た
と
き
は
、
ま

さ
に
「
奇
跡
」
だ
と
思
っ
た
。
奨
学
金
の
お
か
げ
で
、

ア
ル
バ
イ
ト
の
時
間
を
減
ら
し
、
勉
学
と
課
外
活
動

に
打
ち
込
む
余
裕
が
で
き
た
。
当
時
、
環
境
問
題
に

大
変
興
味
を
持
ち
、
千
葉
大
学
の
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
生

委
員
会
を
発
足
メ
ン
バ
ー
と
し
て
立
ち
上
げ
、
後
に

幹
部
と
し
て
千
葉
大
学
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
運
営
に
参
加
し
た
り
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
マ
ラ
ッ
カ
で
行
わ
れ
た
国
際
青
年
会
議
に
出
席

し
た
り
、
環
境
省
の
エ
コ
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

し
受
賞
し
た
り
と
、
多
忙
な
学
生
生
活
を
送
っ
た
。

そ
し
て
、
課
外
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
京
都
議
定
書

と
二
酸
化
炭
素
排
出
権
の
よ
う
な
国
際
環
境
協
力
の

領
域
を
研
究
し
た
い
と
思
い
、
国
際
間
の
環
境
協
力

を
自
分
の
研
究
方
向
と
し
て
、
東
京
大
学
の
新
領
域

創
成
科
学
研
究
科
・
環
境
研
究
系
・
国
際
協
力
学
専

攻
に
進
学
し
た
。

苦
尽
甘
来

新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
に
在
学
中
は
、
多
分
野

の
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
私
は
中
国
の
対
外
環
境
援

助
活
動
の
研
究
に
没
頭
し
た
。
私
は
修
士
論
文
を

「
中
国
の
対
外
環
境
技
術
協
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

書
き
上
げ
た
。
そ
れ
ま
で
の
社
会
認
識
は
中
国
が
環

境
技
術
の
後
進
国
で
、
環
境
技
術
援
助
を
受
け
る
立

場
だ
と
の
固
定
観
念
が
あ
っ
た
。
し
か
し
実
は
、
文

献
調
査
に
よ
れ
ば
、
中
国
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
す

で
に
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
水
力
発
電
な
ど
の
分
野
に
お

い
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
じ
め
、
多
く
の
発
展
途
上

国
に
環
境
技
術
を
輸
出
し
た
実
績
が
あ
っ
た
。
現
在

で
も
、
定
期
的
に
、
発
展
途
上
国
の
研
修
生
を
受
け

入
れ
、
太
陽
光
発
電
、
小
水
力
発
電
な
ど
の
研
修
課

●
経
団
連
国
際
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長
故

石
坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ

た
。
海
外
の
大
学
・
大
学
院
に
留
学
す
る
日
本
人
学
生
や
日

本
の
大
学
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の

支
給
を
通
じ
て
、
わ
が
国
の
学
術
研
究
や
世
界
経
済
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

小
さ
な
奇
跡
を
人
生
の
軌
跡
に

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
二
〇
〇
五
年
度
奨
学
生
。
中
国
・
広
州
出
身
。
二
〇
〇
一

年
来
日
、
〇
七
年
千
葉
大
学
法
経
学
部
・
総
合
政
策
学
科
卒
業
。
〇
九
年
東
京
大
学

大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
・
環
境
研
究
系
・
国
際
協
力
学
専
攻
博
士
前
期
課

程
修
了
。
〇
九
年
四
月
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
に
入
社
、
一
〇
年
九
月
イ
オ
ン
秘
書
部
に

出
向
、
現
在
イ
オ
ン
社
長
室
に
所
属
。

経団連国際教育交流財団は、２０１１年１２月１日、国際文化教育交流財団より名称変更
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黄

振
宇

こ
う

し
ん
う

イ
オ
ン
社
長
室
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